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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成22年5月27日(2010.5.27)

【公開番号】特開2008-254870(P2008-254870A)
【公開日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【年通号数】公開・登録公報2008-042
【出願番号】特願2007-98418(P2007-98418)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ  37/04     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ  31/34     (2006.01)
   Ｂ４２Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４２Ｃ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ  37/04    　　　Ｚ
   Ｂ６５Ｈ  31/34    　　　　
   Ｂ４２Ｃ   1/00    　　　Ｚ
   Ｂ４２Ｃ   7/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月1日(2010.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パンチ穴が施されたシート束を、湾曲形状を有する綴じ具を装着して綴じるシート処理
装置において、
　パンチ穴が施されたシートが積載されてシート束を形成する積載手段と、
　シート束の厚さ方向に連続する前記パンチ穴が前記綴じ具の形状に倣うよう前記積載手
段に積載されたシート束のシートごとの位置を調整するために、前記積載手段に積載され
たシート束の側端が突き当る湾曲した面を備えた突き当て部材と、
　前記突き当て部材によって位置が調整されたシート束の前記パンチ穴に前記綴じ具を装
着する装着手段と、を備えたことを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
　前記積載手段に積載されたシート束における前記綴じ具によって綴じられる側の側端が
前記綴じ具の形状に倣う形状となるよう、前記突き当て部材が前記積載手段に積載された
シート束における綴じられる側の側端と当接することを特徴とする請求項１に記載のシー
ト処理装置。
【請求項３】
　前記突き当て部材は、前記積載手段に積載されたシート束のシートごとの積載位置を、
前記綴じ具の形状に応じて調整することを特徴とする請求項１又は２に記載のシート処理
装置。
【請求項４】
　前記突き当て部材の湾曲した面を、前記積載手段に積載されたシート束の綴じられる側
の側端に押し付けることにより、前記積載手段に積載されたシート束の側端が前記綴じ具
の形状に倣う形状とすることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のシート
処理装置。
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【請求項５】
　前記突き当て部材によって位置が調整された前記積載手段上のシート束を、前記装着手
段へ移動させるグリッパを備えたことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載
のシート処理装置。
【請求項６】
　前記積載手段に積載されるシート束のそれぞれのシートは、側端からパンチ穴の中心ま
での距離が等しいことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のシート処理装
置。
【請求項７】
　シートにパンチ穴を施すパンチ手段を備え、
　前記パンチ手段は、前記積載手段に積載されるシート束におけるシートの側端からパン
チ穴の中心までの距離がいずれも等しくなるようにシートにパンチ穴を施すことを特徴と
する請求項６に記載のシート処理装置。
【請求項８】
　シートに画像を形成する画像形成部と、
　前記画像形成部で画像が形成されたシートを処理する請求項１乃至７のいずれか１項に
記載のシート処理装置と、を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、パンチ穴が施されたシート束を、湾曲形状を有する綴じ具を装着して綴じる
シート処理装置において、パンチ穴が施されたシートが積載されてシート束を形成する積
載手段と、シート束の厚さ方向に連続する前記パンチ穴が前記綴じ具の形状に倣うよう前
記積載手段に積載されたシート束のシートごとの位置を調整するために、前記積載手段に
積載されたシート束の側端が突き当る湾曲した面を備えた突き当て部材と、前記突き当て
部材によって位置が調整されたシート束の前記パンチ穴に前記綴じ具を装着する装着手段
と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明によれば、シートが順次積載されて積載手段上にシート束が形成された際、突き
当て部材がシート束の厚さ方向に連続するパンチ穴を綴じ具の形状に倣うようにする。こ
れにより、綴じ具の装着性を高めることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　従って、綴じ具Ｒが装着される際に綴じ具装着空間Ａｒの内壁と当接することがなくな
り、綴じ具Ｒに生じ得る変形や損傷等を防止できるとともに、シート束８１の損傷を防ぐ
ことができる。このことは、シート束８１における製本処理の精度向上につながるもので
あり、製本処理における歩留まりを良化させる要因ともなる。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　従って、綴じ具Ｒが装着される際に綴じ具装着空間Ａｒの内壁と当接することがなくな
り、綴じ具Ｒに生じ得る変形や損傷等を防止できるとともに、シート束８１の損傷を防ぐ
ことができる。このことは、シート束８１における製本処理の精度向上につながるもので
あり、製本処理における歩留まりを良化させる要因ともなる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　１　　　　画像形成装置
　３　　　　シート処理装置
　２０　　　画像形成部
　６０　　　積載手段（積載トレイ）
　８１　　　シート束
　８３　　　装着手段（綴じ具搬送部）
　９９　　　突き当て部材（円柱状突き当て部材）
　Ａ　　　　パンチ手段（シートパンチ部）
　Ｈ　　　　パンチ穴
　Ｐ　　　　シート
　Ｐｃ　　　シート束の厚さ方向中央のシート（シート）
　Ｐｅ　　　綴じられる側の一端、綴じられる側の側端（後端）
　Ｐｎ１　　厚さ方向外端のシート（シート）
　Ｐｎ２　　厚さ方向外端のシート（シート）
　Ｒ　　　　綴じ具
　ｒ　　　　径（距離）
　Ｔ　　　　シートの厚さ（距離）
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